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       みらい価値共創センター「コトクリエ」

2021年、大和ハウスグループの総合研修施設である
「みらい価値共創センター コトクリエ」が奈良に誕生しました。

企画は大和ハウス工業、基本計画・デザイン監修は数々の建築賞に輝く建築家・小堀哲
夫氏が率いる小堀哲夫建築設計事務所、設計・施工は大和ハウス工業とフジタ、家具・
什器をデザインアークが請け負いました。
建物コンセプトは、研修者が所属や役職を超えて語り合える“森の会所”。建築プロジェ
クトそのものも企業や組織の枠を超えて、創り手が互いに刺激し合い、共創する場とな
りました。

依頼主︓大和ハウス工業株式会社　様

建築と家具の中間領域

FROM EDITOR

本誌を作成するにあたり、関係者へインタビューを実施。プロジェクトや建築・空間の
様々なこだわりを聞かせて頂きました。
皆さまから共通して、企業や組織の枠を超え、創り手が互いに刺激し合い、共創してい
く過程をお聞きし、まさにこの建築プロジェクト自体が人が出会う「会所」であったと
強く感じています。

デザインアークとしてもご要望に沿ったご提案や高クオリティな家具製作のみに留まら
ず、建築と連動した家具・共に創り上げるご提案が多く具現化されたプロジェクトです。

まだまだご紹介しきれていない箇所、各社ご関係者様のインタビュー内容もご用意して
おります。ぜひ下記リンクまたはメール本文よりご覧ください。

デザインアークでは、ハウジングからオフィス・商業・ホテル空間等のインテリアプロ
デュース・納品等を行っております。下記HPでも施工事例をご紹介しておりますので、
是非チェックして下さい。

これから様々な情報を発信していきますので、今後ともどうぞ宜しくお願い致します。

建築家の小堀氏から求められたのは“建築と家具の中間領域”となる造作家具の数々      
です。建築造形から派生したビッグカウンターやアッパーライトカウンターなどの造形
家具は、施設内の道標となり、建築と連動して空間を創り上げています。

太古より続く悠久の時間と大和ハウス工業の創業者に想いを馳せる、特別な空間。奈良
盆地の景色を一望するおもてなしの場所「丹生庵」の造作家具には、当社の技術の粋を
尽くしました。
春日大社境内において枯損木化し間伐された希少な杉を利用した立礼卓、野点をモダンに表
した吉野杉のテーブルやベンチなど、大胆かつ繊細な匠の手仕事が光ります。

特別な空間を際立たせる技術と創意

空間コンセプトの具現化

「マスターリビング」は宿泊者が交流する場。リラックスして研修を振り返るというコ
ンセプトをリビングライクな家具で実現しています。
空間のどこからでもスクリーンを皆で楽しめるように、ドリンクカウンターや円形ラウ
ンドベンチなどの家具構成は、目線の高さを考慮して計画しました。

「CABIN」と呼ばれる6つの宿泊空間には、半個室のベッドルームや専用リビングが設
けられています。
それぞれのCABINの家具は建築と共鳴し、奈良の文化や風景をモチーフにしてコーディ
ネート。個室ブースにはベッドやフォールディングデスクなど機能的な家具をご提案し、
コンパクトながら安眠できる環境を整えています。

奈良の文化を伝えるコーディネート

アクティブラーニングの誘発

建設にあたり行われた大和ハウスグループ横断のワークショップが何度かあり、そのう
ち1回は当社が企画運営しました。ユニークな家具で柔軟な発想を促し、その経験を家具
提案に反映。スロープにビーズソファを提案するなど、全ての空間が研修の場となり、
アクティブラーニングを誘発する施設づくりに貢献しました。

「バイオフィリックスタジオ」は植物やアロマ・自然環境音により、深い集中を促す研
修室です。
ここでは、お客様からのリクエストに対して、体を“前傾する” “揺らす”など、シーンに
応じて体勢を変え、思考を変化させる椅子を選定しました。
全体を通し、集中力を高める効果を促す家具デザイン・セレクトの提案を行い、評価し
ていただけました。

※アクティブラーニング︓学修者が主体的に問題を発見し解を見出していく能動的学修

機能美を意識した家具デザイン

PROJECT

(左)アッパーライトカウンター

(右)春日大社境内において枯損木化し間伐された
希少な杉を利用した立礼卓

(右)シームレスなバーカウンター

(左)シームレスな手がかりデザイン

※立礼卓（りゅうれいじょく）︓テーブル式のお茶席 

※会所︓室町時代に身分の分け隔てなく車座になって歌を詠んだり、いろいろな議論をしたり、新しい文化や遊びを発信していた場所のこと。

※

※

※

本メールマガジンに関するお問合せ︓news@designarc.co.jp

こちらHP掲載の「コトクリエ」施工事例は
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